
Title 語構成と形状言

Author(s) 蜂矢, 真郷

Citation 語文. 1996, 65, p. 3-13

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68886

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



語
構
成
と
形
状
言

一

阪
倉
篤
義
氏

『語
構
成
の
研
究
］
は
、
国
語
の
語
構
成
に
つ
い
て
の
研
究
の

中
心
の
課
題
は

「合
成
」
に
あ
る
と
し
て
考
察
を
進
め
ら
れ
る
が
、
こ
の

「合

成
」
と
は
、
「
本
来
自
立
の
用
法
を
有
す
る

二
つ
以
上
の
単
語

（
ま
た
は
、
こ

れ
に
準
ず
る
言
語
単
位
と

の

「結
合
」
に
よ
る

「複
合
」
と
、
「本
来
自
立
の

用
法
を
有
す
る

一
つ
の
単
語
に
、　
一
つ
以
上
の
非
自
立
的
要
素

（
い
は
ゆ
る
接

辞
と

が

「接
合
」
す
る

「派
生
」
と
を
合
わ
せ
て
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
、
語
構
成
要
素
の
独
立
性
か
ら
見
て
、
合
成
語
す
な
わ
ち
複
合
語

。
派
生
語

の
構
成
要
素
と
し
て
、
④

「本
来

自
立
の
用
法
を
有
す
る
単
語
」
、
０

「
こ
れ

に
準
ず
る
言
語
単
位
」
、
の

「非
自
立
的
要
素

（
い
は
ゆ
る
接
辞
と

と
い
う
三

つ
の
段
階
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
④
独
立
的
要
素
、
０
準
独
立
的
要
素
、
い
非

独
立
的
要
素
の
よ
う
に
と
ら
え
よ
う
と
考
え
る
。
複
合
と
派
生
と

（
な
い
し
複

合
語
と
派
生
語
と
）
の
間
に
お
い
て
は
④

・
０
と
い
と
の
差
が
問
題
と
な
り
、

通
常
④
と
０
と
の
差
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
あ
る
が
、
ま
た
、

④

・
０
と
の
と
の
差
の
方
が
０
と
０
と
の
差
よ
り
大
き
い
と
考
え
ら
れ
は
す
る

け
れ
ど
も
、
後
に
こ
の
節
で
見
る
よ
う
に
０
と
０
と
の
差
が
問
題
と
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

合
成
語
を
語
講
成
の
研
究
の
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
有
坂
秀
世
氏
０

「
国

蜂

矢

真

語
に
ひ
ち
は
れ
る

一
種
の
母
音
交
替
に
つ
い
Ｃ
〕
・
０

「
母
音
交
替
の
法
則
に

つ
い
て
」
の
被
覆
形
―
露
出
形
の
研
究
が
、
阪
倉
氏
の
研
究
と
と
も
に
、
手
が

か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
被
覆
形
―
露
出
形
に
つ
い
て
の
概
要
は
周
知
の

こ
と
と
し
て
今
は
省
略
に
従
う
が
、
有
坂
氏
０
は
、
「
動
詞
的
語
根
の
被
覆
形
」

（以
下
、
動
詞
被
覆
形
と
呼
ぶ
）
の
用
法
と

「名
詞
的
語
根
の
被
覆
形
」
（以
下
、

名
詞
被
覆
形
と
呼
ぶ
）
の
用
法
と
が

「往
々
交
錯
す
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い

て
ゲ
は
¨
一
臓
版
議
嚇
】

『
覆
詢
腹
［
い
物
「
呼
曖
印
崚
「
秘
娃
喘
け
に
な
い
』
。

け
て
、
名
詞

・
動
詞
の
被
覆
形
―
露
出
形
の
対
立
を

「非
独
立
形
」
―

「独
立

形
」
の
対
立
と
し
、
名
詞
に
お
い
て
も
こ
れ
を

「活
用
」
と
と
ら
え
ら
れ
バ
。）

ま
た
、
川
端
氏
は
、
名
詞
被
覆
形
の
用
法
と
動
詞
被
覆
形
の
そ
れ
と
が

「往
々

交
錯
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
「前
動
詞

上
削
形
容
詞
的
形
状
言
と
前
名
詞
的

形
状
言
と
が
、
区
別
さ
れ
ぬ
一
つ
の
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ

て
、
両
者
を
括

っ
て

「形
状
言
」
と
呼
ば
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
川
端
氏
は
、
右
の
よ
う
に
名
詞

・
動
詞
の
被
覆
形
―
露
出
形
の

対
立
を

「非
独
立
形
」
―

「独
立
形
」
の
対
立
と
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に

言
う

「非
独
立
形
」
は
、
先
に
⑥
非
独
立
的
要
素
と
と
ら
え
た

「非
自
立
的
要

素

（
い
は
ゆ
る
接
辞
ご

と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
０
準
独
立
的
要
素
と
と
ら
え

た
も
の
に
当
た
る
も
の
で
あ

っ
て
、
被
覆
形
―
露
出
形
は
０
準
独
立
的
要
素
―
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④
独
立
的
要
素
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
、
④
と
０
と
の
差
が
問
題
に

な
る
場
合
が
あ
る
と
述
べ
て
お
い
た
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
合
成
語
の
構
成
要
素
と
し
て
、
④
独
立
的
要
素
、
０
準
独
立

的
要
素
、
い
非
独
立
的
要
素
の
三
つ
を
考
え
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
④
は

名
詞

・
動
詞
の
露
出
形

（
す
な
わ
ち
、
名
詞
、
動
詞
連
用
形
）
、
０
は
名
詞

・

動
詞
の
被
覆
形
、
い
は
接
頭
辞

・
接
尾
辞
を
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
例
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
に
、
④
は

「本
来
自
立
の
用
法
を
有
す
る
単
語
」
で
あ

っ
て
自
立
語
と
し
て
の
単
語
が
ほ
ぼ
該
当
す
る
が
、
０

「
こ
れ
に
準
ず
る
言
語

単
位
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、

こ
の
点
を
中
心
に
考
え
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

さ
て
、
川
端
氏
は
、
名
詞
被
覆
形
と
動
詞
被
覆
形
と
を
括

っ
て

「形
状
言
」

と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の

「形
状
言
」
と
い
う
用
語
は
一
般
に
ど
の
よ
う
な
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
つ
て
は
、
形
容
詞

（
な
い
し
形
容
詞

・
形
容
動
詞
）
の
意
で
用
い
ら
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、
東
条
義
門

『
山
口
栞
』
（
天
保
七

［ス
妻
］
年
）、
梅
園
春
男

『
形
状
言
五
種
活
用
図
』
（
元
治
元

［天
杏
］
年
）
、
物
集
高
見

『初
学
日
本
文

典
』
上
下

［六
大
毛
］
、
大
矢
透

『語
格
指
南
』
上
下

［天
合
・
〓
、
大
槻
文
彦

『
広
日
本
文
典
』
宝
〈
毛
上
］
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

は
言
わ
ば
旧
称
で
、
現
在
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。

九

獄
¨
い
わ
一
れ
は
勲
ｒ
ｆ

反

甦

疑

雉

粋

嶽

げ

い
て
、
「
清
濁

・
甲
乙
ま
で
を
含
め
て
同
語
形
の
場
合
は
、
次
の
文
法
職
能
の

順
に
従

っ
た
」
と
し
て
、

感
動
詞

。
は
や
し
詞

・
名
詞

・
代
名
詞

・
数
詞

・
交
替
形

・
形
状
言

。
構

成

要
素

・
接
頭
語

・
接
尾
語

・
助
数
詞

・
副
詞

・
擬
声
語

（
擬
態
語
）
。

連
体
詞

・
接
続
詞

・
動
詞

（略
）
・
形
容
詞

（略
）
。
助
動
詞

・
助
詞

の
順
を

示
し
て
い
る

（
動
詞

・
形
容
詞
の
活
用
の
種
類
は

「略
」
し
た
）
。
こ

こ
に
通
常
の
品
詞
の
他
に
入

っ
て
い
る
、
は
や
し
詞

・
交
替
形

・
形
状
言

ｏ
構

成
要
素

・
接
頭
語

。
接
尾
語

・
助
数
詞

・
擬
声
語

（擬
態
語
）
は
、
同
凡
例
に
、

別
に

「品
詞
欄
に
は
示
さ
ず
、
必
要
に
応
し
て
、
『
訳
』
な
い
し

『考
』
に
文

法
的
職
能
を
記
し
た
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

○
語
連
接

（連
語
）

⑤
枕
詞

・
は
や
し
詞
　
◎
名
詞
交
替
形
　
③
名
詞

形
　
◎
補
助
動
詞
　
①
交
替
形
　
③
語
幹

・
語
根

・
語
基
な
ど
の
語
構
成

要
素
　
①
形
状
言
（
形
容
詞

・
形
容
動
詞
の
語
幹
な
ど
）

①
擬
声
語

（擬

態
語
）

①
接
頭
語

。
接
尾
語
　
①
助
数
詞
　
①
句
　
◎
尊
敬
語
　
①
謙

譲
語
／
＾
擬
声
語

。
擬
態
語
は
、
ま
と
め
て
擬
声
語
と
し
た
）

の
う
ち
、
⑤

。
◎

。
①
２
①
に
は
ぼ

相
当
す
る
。
こ
こ
に
、
「
形
状
言
」
は
、

「
形
容
詞

・
形
容
動
詞
の
語
幹
な
ど
」
と
あ

っ
て
、
形
容
詞
語
幹

・
形
容
動
詞

語
幹
を
中
心
と
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
る
が
、
「
な
ど
」
と
あ
る
よ
う
に
そ
れ
ら

に
限
ら
れ
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
同
辞
典
に

「形
状
言
」
と
あ
る

一
三
七
項
、
お
よ
び
、
右
の
③
に
当

た
る
と
見
ら
れ
る
五
項
の
う
ち

「助
動
詞
ゴ
ト
シ
の
語
幹
の
独
立
用
法
」
と
あ

る
ゴ
ト

（如
）
を
除
く
四
項
を
中
心
に
、
見
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
０
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
が
あ
る
。

０
サ

（狭
）、　
コ‐

（濃
）、
‐
ョ

（吉
）／
ア
カ

（
明

。
赤
）、
タ
カ

（高
）、　
ナ

ガ

（
長
）
、　
ワ
カ

（若
）、　
チ
カ

（
近
）、　
フ
カ

（
深
）
、　
ア
サ

（浅
）、　
カ

マ

（
算
）、
ウ
マ

（味
）、　
ハ
ヤ

（早

。
速
）、
ア
ラ

（
荒
）、　
ヨ
フ

（弱
）、

ヤ
ス

（安
）、
ウ
ス

（薄
）、
フ
ル

（古

・
故
）、
ナ
ゴ

（和
）
、　
ニ
コ

（和



。
柔
）
、
オ
レ

（遅
）、
ホ
レ

（細
）、　
フ
ト

（
太
）、　
ナ
ホ

（
直
）、　
ト
ホ

（
遠
）、
シ
「

（自
）、
マ
‐口

（円

。
丸
）、
ヒ‐
‐口

（広
）／
ウ
タ
テ

（転
）

二
九
項

右
の
う
ち
、
カ
マ

（
尊
）
は
、
同
辞
典
に
カ
マ
シ
の
活
用
の
種
類
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
「
ア
ナ
カ
マ
」
（
風
俗
歌

・
二
三
）
な
ど
の
例
か
ら
ク
活
用
と
見

て
こ
こ
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
前
掲
③
に
当
た
る

「
ク
ロ
シ
の

語
幹
」
と
あ
る
ク
ロ

（
黒
）
を
、
０
に
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
こ
の
他
に
、
同
辞
典
に
ク
活
用
形
容
詞
と
あ
る
も
の
を
語
幹
の
形
で

挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ｍ
ウ

（厭

。
倦
）、
行
）ヽ
Ｈ

（利

・
鋭

・
聡
）、
そ

（
茂
）／
ク
サ

（臭
）、
カ

タ

（
堅
）
、
カ
タ

（
難
）、　
マ
タ

（全

・
完
）、
イ
タ

（痛
）、
ツ
ダ

（怯
）、

ネ
タ

（嫌
）、　
セ
バ

（迫
）、
‐コ
ハ
（強
）
、
ア
マ

（甘

・
甜
）
、
カ
ラ

（辛

ｏ
献
）、　
ク
ラ

（闇

。
暗
）
、　
ツ
ラ

（悪
）、　
ユ
ラ

《緩
》、　
ニ
ク

（憎

・

悪
）、
ミ
ス

（算
）、
ア
ツ

（熱
）、
ア
ツ

（
厚

。
敦
）、　
シ
ブ

（渋
）、　
サ

ム

（寒

。
冷
）
、　
カ
ユ

（願

。
湊
）
、　
タ
ユ

（
解
）、　
カ
ル

（軽
）
、　
シ
ル

（知

・
灼
）
、　
ヌ
ル

（
少
熱
）
、　
ユ
ル

（緩

。
弱
）、　
マ
レ

（雅
）、　
ウ
＝

（疎
）
、
サ
ト

（聡
）、　
オ
ホ

（多
）、
オ
モ

（重
）、
割
ヨ‐

（清
）
、
ツ
ヨ

（強

。
頸
）、
そ
‐口

（脆

。
危
）
、
ア
フ

（青
）／
ト
ホ
ナ
ガ

（遠
長
）

こ
れ
ら
０
は
０
に
加
え
ら
れ
る
。

三

次
い
で
、
ナ
リ
活
用
形
容
動
詞
語
幹
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
①
末
尾
に
接
尾
辞

（８
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（９
）

力
を
持

つ
も
の

（
力

・
ヤ
カ

・
ラ
カ
型
語
幹
と
呼
ぶ
）
と
０
そ
の
他
の
も
の
と

に
分
け
て
示
す
。

①
サ
ダ
カ

（
貞
）
、　
ユ
タ
カ

（
豊

。
寛
）
、
サ
ヤ
カ

（
清
）
、
ケ
ヤ
カ

（貴
）
、

タ
シ
カ

（指
）、
ノ
ヒ
カ

（部
）、
シ
ヅ
カ

（寂
然
）、　
ハ
ル
カ

（逢

。
遜
）
、

オ
‐ロ
カ

（
愚
）／
イ
サ
サ
カ

（柳
）、
ア
ザ
ヤ
カ

（鮮
）、　
ハ
ナ
ヤ
カ

《華
）
、

サ
ハ
ヤ
カ
（綽
）、　
コ
マ
ヤ
カ
（
茂
）
、
ア
カ
ラ
カ
（嘩
）、
ホ
ガ
ラ
カ
（廓
）
、

ア
ザ
ラ
カ

（
生
）
、　
ア
劉
ラ
カ

（明
）、
タ
ヒ‐
ラ
カ

（
平

。
平
安
）、　
ヤ
ス

ラ
カ
（安
）
、
ツ
ゾ
ラ
カ
（
漂
青
）
、
ミ
ヤ
ビ
カ
（温
雅
）
、
マ
リ
リ
カ
（騰
）
、

ユ
ル
ル
カ

（寛
）、　
オ
ロ
ソ
カ

（疎
）
、　
イ
コ
ヨ
カ

（
岐
疑
）
、
イ
ヨ
ヨ
カ

（森
然
）

一
一七
項

０
列

（異
）／
イ
カ

（如

何
）、　
マ
サ

（
正
）、　
ヒ‐
サ

（
久
）
、　
ヒ
キ

（短

。

卑
）
、　
マ
メ

（忠
）
、　
マ
レ

（希
）、　
マ
川

（円
）、
オ
ホ

（
凡
）
／

ニ
ヘ
サ

（甚

・
多
）、
ア
ラ
タ

新^
》、
ア
ラ
ハ
（露
）、　
マ
レ
ラ

（希
）
、　
オ
ホ
劉

（大
）
、
オ
ダ
ヒ

（穏
）、　
マ
ナ
ホ

（真
直
）、　
ミ
サ
フ

（
風
流

。
雅
）／
カ

タ
ク
ナ

（愚
療
）、　
タ
ケ
ナ
ハ
（酷
）、　
カ
リ
サ
マ

（乏
爾
）、
イ
タ
プ
ラ

（徒
）、
ス
コ
シ
キ

（小
）、
ヒ
タ
フ
ル

（頓

。
永
）
、
イ
ヤ
チ
ヨ

（灼
然
）

二
四
項

「形
容
詞

・
形
容
動
詞
の
語
幹
」
に
当
た
る
０
お
よ
び
ω

・
０
の
も
の
は
、

合
わ
せ
て
八
〇
項
で
、　
三
二
七
項
の
う
ち
六
割
弱
に
当
た
る
。

右
の
う
ち
、
０
の
ヒ
キ

（短

・
卑
）
は
、
形
容
詞
ヒ
キ
シ

「高
か
ら
ず
低
か

辞

尋

髪

鍵

茉

搬
脚
雛

舞

剌
詢
議
輌
霙

節
が
イ
列
の
も
の
が
あ
り
に
く
く
、
形
容
動
詞
ヒ
キ
ナ
リ

（名
義
抄
な
ど
）
の

例
も
あ
↑
て
、
こ
こ
に
分
類
し
て
お
く
。
ま
た
、
同
辞
典
に
品
詞
等
が
示
ぎ
れ

て
い
な
い
タ
ダ

（
直
）、
夕
‐へ

（細

・
妙
）、
‐コ
い

（殊

・
異

。
別
）
も
、
ナ
リ

を押̈
はけ幣同鰤蛙」汽二用いい一̈
「る詢詢一刹舞痢」』は二とな請』げ

い
部
分
が
０

・
０
と
同
様
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。



②
ニ
ハカ
（急
・俄
）、　
ソ
ヒ
カ
（繊
．威
〉
　
ハツ
カ
（僅
）ヽ
フゾ
カ
（僅

ｏ
縄
）、
ム
セ
カ

（宛
然
）、
ヒ
ソ
カ

（密

・
窃
）、　
ハ
ロ
カ

（邊
》／
タ
マ

サ
カ

（偶
）、
ム
ク
サ
カ
、　
ム
ツ
マ
カ

（纏
綿
）
、　
ス
ミヽ
ヤ
カ

（急
）、

ニ

コ‐
ヤ
カ

（柔

・
温
）、　
ア
サ
ラ
カ

（浅
）、　
ヤ
ハ
ラ
カ

（柔
）
、　
ツ
バ
ラ
カ

（委
曲
）、　
ユ
ク
ラ
カ
、
メ
ブ
ラ
カ

（珍

。
希
見
》、　
ニ
フ
ア
カ
、
夕
ヶ
ソ

カ
、　
ホ
ル
モ
カ

（
迅
）
、　
ニ
コ‐
ョ
カ

柔^
》、
モ
ゴ
ヨ
カ

（護
略
）、
オ
ホ

ロ
カ

（凡
）／
ツ
マ
ヒ
ラ
カ

（審

。
曲
）

③
ア
ヤ

《奇
）、
サ
ラ

（更
）、　
カ
リ

（権
）、　
ス
グ

直^
）、
ツ
ネ

常^
》／

ツ
プ
サ

（
具
）、　
シ
キ
リ

（頻
）、　
マ
コ
ト

《真
》／
イ
カ
サ
マ

（何
方

・

如
何
）、
イ
マ
サ
ラ

（今
更
）、　
コ
ト
サ
ラ

（故
）、
サ
カ
シ
ラ

（賢
》、
ア

ナ
ガ
チ

（強
）／
ア
カ
ラ
サ
マ

（暴

・
急
須
）／
モ
ノ
ガ
ナ
シ
ラ

《物
悲
）

ま
た
、
同
じ
く

「名
詞
」
と
あ
る
も
の
に
、
０
と
同
様
に
と
ら
え
ら
れ
る
も

の
が
あ
り
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

③
ウ
コ

《愚
》、　
フ
‐コ

《愚
》
／

サ
ヲ

（青
）／

マ
シ
ロ

（真
白
）
、
カ
ア
フ

（青
）／
マ
ダ
ラ

（斑
）
、
オ
ギ
ロ

（甚
大
）、
カ
プ
ロ

（禿
）

こ
れ
ら
②

ｏ
③
は
そ
れ
ぞ
れ
０

・
０
に
加
え
ら
れ
る
。

四

そ
し
て
、　
二
を
伴

っ
て
情
態
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

が
、
さ
ら
に
ア
リ
を
伴

っ
て
約
ま
る
と
ナ
リ
活
用
形
容
動
詞
に
現
れ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
多
く
は
既
に
ω

・
ｍ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
形
容
動
詞
に
現
れ
な

い
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
で
あ
る
も
の
を
ω

・
０
と
は
別
に
０
と
し
て

挙
げ
、
こ
れ
を
情
態
副
詞
語
基
と
呼
ん
で
お
く
。

①
セ

（狭
）／
オ
ホ

（大
）

一
一項

こ
の
他
に
、
同
辞
典
に
―

二
の
形
で

「副
詞
」
と
あ
る
も
の
で
、
情
態
副
詞

と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
は
、　
二
を
含
ま
な
い
部
分
が
こ
れ
と
同
様
に
と
ら
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
と
卜
の
形
で

「副
詞
」
と
あ
る
も
の
で
、
情
態
副
詞
と
し
て

用
い
ら
れ
る
も
の
も
、
卜
を
含
ま
な
い
部
分
が
こ
れ
と
同
様
に
と
ら
え
ら
れ
て

よ
い
。
こ
れ
ら
は
例
が
多
い
の
で
、
い
く
ら
か
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。

③

ユ
タ
、
ア
ハ
、
サ
ャ

（清
）、
列
ヤ
、
タ
シ

（
丁
寧
）、
シ
ジ

（繁

・
密
）、

シ
ミ‐

（繁
》、
フ
ツ

（臨
）、
ク
レ

（暗
）、
レ
ド

（和
）、
シ
刻
、
レ
‐ヨ
、

ト
ヨ
（響
）、
ホ
ロ
／
フ
ス
サ
、
タ
ュ
タ
、
ス
ガ
ラ
、
ツ
バ
ラ

（委
曲
）、

ウ
マ
ラ

（美
）、
シ
ョ
ラ
、
サ
ム
ラ

《寒
》、
タ
ュ
ラ
、
そ
ユ
ラ

（玲
龍

・

瑣
瑣
）、
シ
メ‐
ラ
、
タ
ョ‐
ラ
／

ハ
ラ
ラ
、
ヤ
ラ
ラ

（膠
亮
）、
ッ
一Ｚ
フ
、
ク

一″ブ（獅碗モ‐然ポガ‐ヽい館レン／シ″″″カシ引［一））ツノ‐引だ″
（ホ一、。

条
然
）、　
ナ
マ
ナ
マ

（生
々
）、　
ウ
ラ
ウ
ラ

（遅
々
》、
エ
ラ
ヱ
ラ
、
サ
ヮ

サ
ワ

騒^
々
》、　
ナ
ホ
ナ
ホ

《直
々
》、　
ハ
ロ
ハ
ロ

（逢
逢
）／
ア
ラ
タ
ア

ラ
タ

（新
々
）、
ツ
バ
ラ
ツ
バ
ラ

《委
曲
）、　
ユ
ク
ラ
ユ
ク
ラ
、
モ
レ
‐ロ
モ

ソ
ロ
、
ト
フ
フ
ト
フ
ヲ
／
ク
レ
ク
レ

（暗
々
》

同
じ
く

「副
詞
」
と
あ
る
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ

（現
々
》
も
と
も
に
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
ま
た
、
同
じ
く
、
ネ
モ
コ
ロ
ニ

（慇
懃
》
の
コ
ロ
ニ
、
ネ
モ
コ
ロ
ゴ
ロ
ニ

（
勤
懇
）
の
コ
ロ
ゴ
ロ
ニ
も
情
態
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
コ
ロ
・
コ
ロ

ゴ
ロ
も
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
く

「擬
態
語
」
と
あ
る
も
の
に
、　
二
・
卜
を
伴

っ
て
あ
る
か
い

伴
わ
な
い
で
情
態
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

′

―

　

　

　

　

　

　

　

―

　

　

　

（
じ

―

―

　

　

　

　

―

―

０
ソ

（追
馬
）／

ュ
ラ
、　
ヒ
シ
、　
ソ
ヨ
／
ヒ
ヒ

《鹿
鳴
）、

コ
コ

猿^
声
）、

コ
ゴ

《揉
音
》、
ト
ド

《叩
戸
、
馬
歩
》／

ハ
グ
ラ
、
カ
フ
ラ
、

コ
ロ
ク
／

１

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
じ

　

　

　

―

―

ト
ド
ロ
（動

・
動
響
）／
ユ
ラ
ラ
／
ト
ホ
ナ
ガ

（遠
長
》
／
サ
ヤ
サ
ヤ
、
ホ

ラ
ホ
ラ
、
タ
シ
ダ
シ
、
ビ
シ
ビ
シ
、
サ
ヰ
サ
キ
《騒
々
》、
カ
ク
ガ
ク

鳥^



直
じ
、
ス
プ
ス
ブ
、
サ
ヱ
サ
ヱ

《騒
々
》
／
ヨ
フ
ロ
ヨ
フ
ロ

「
擬
声
語
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
ホ
ド
‐口
も
同
様
で
あ
る
。
同
じ
く

「
擬
声
語
」

と
あ
る
タ
ワ
タ
フ
籠
い
工
藤
力
男
氏
に
よ
っ
て
タ
フ
ワ
ニ
の
誤
写
と
見
る
方
が

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
タ
フ
ワ
ニ
は
情
態
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
、

「未
詳
」
と
あ
る
ア
ソ
ソ
ニ
も
情
態
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
タ
フ
ワ
。

ア
ソ
ソ
も
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
０
は
側
に
加
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
０
カ
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
型
語
幹
の
力
を
含
ま
な
い
部
分
で
、
語
構
成

要
素
と
な
る
も
の
を
、
０
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
を
、
仮
に

（
力
）

型
語
基
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

０
ホ
ノ

（
髪
彰
３
／／
ア
カ
ラ

（宗
し
、　
ア
サ
ラ

（滞
じ
　
一二
項
一

前
項
③
に
当
た
る

「
ソ
ゾ
ロ
カ

・
ソ
ゾ
ロ
ケ
シ
な
ど
の
語
幹
」
と
あ
る
ソ
ゾ

‐口
は
、
ソ
ゾ
ロ

《漫
一Ю
）
ソ
ソ
ロ
ヵ
．
レ
レ
ーロ
レ
シ

〔渋
〕
と
が
意
味
も
清
濁

も
異
な
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
レ
レ
‐口

《渋
》
と
し
て
ω
に
加
え
る
こ
と
に
す

る
。
同
辞
典
に

「未
詳
」
と
あ
る
サ
ダ

定^
》
も
加
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
０
オ

ダ
ヒ

（
穏
）
乙
０
マ
ダ
ラ

（斑
）／
衛
〕
ユ
タ
、　
サ
ヤ

（清
）
、　
ケ
ヤ
、　
タ
シ

（
丁

寧
）、　
ノ
ド

（和
）／
ツ
バ
ラ

（委
曲
）／
シ
タ
タ
も
同
様
に
と
ら
え
ら
れ
る
。

同
じ
く

「名
詞
」
と
あ
る
も
の
に
、
同
様
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、

②
ナ
ゴ
ヤ

《和
》、　
ニ
コ
ヤ

《柔
）、
タ
ヒ
ラ

（
平
処

。
平
地
）

の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ω
シ
ブ
カ

（寂
然
）、　
ハ
ル
カ

（逢

・
逝
）／
イ
サ
サ

カ

（
柳
）、
ホ
ガ
ラ
カ

（廓
）、　
ア
キ
ラ
カ

（
明
）
、
ヤ
ス
ラ
カ

（安
）、　
ツ
プ
ラ

カ

（漂
青
）／
②

ニ
ハ
カ

（急

。
俄
）、
ヒ
ソ
カ

（密

・
窃
）
、　
ハ
ロ
カ

《逢
》／

ム
ツ
マ
カ
（纏
綿
）、
ヤ
ハ
ラ
カ
（柔
）、

ユ
ク
ラ
カ
、
メ
ブ
ラ
カ

《珍

・
希
見
》、

そ
ゴ
ヨ
カ

（漢
略
）
な
ど
の
力
を
含
ま
な
い
部
分
も
同
様
で
あ
稀
ｃ
こ
れ
ら
げ

は
０
に
加
え
ら
れ
る
。

五

こ
の
他
に
多
い
も
の
と
し
て
、
ｍ
下
に
名
詞
を
伴

っ
て
複
合
名
詞
を
構
成
す

る
用
法
を
持

つ
も
の
が
あ
る
。
先
の
０
は
基
本
的
に
下
に
名
詞
を
伴

っ
て
複
合

名
詞
を
構
成
す
る
用
法
を
持
ち
、
①

・
０
も
同
様
の
用
法
を
持
つ
も
の
が
あ
る

の
で
、
０
は

「形
容
詞

・
形
容
動
詞
の
語
幹
な
ど
」
の

「
な
ど
」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
マ

（真

・
信
）、　
ユ

（斎
）、
卜

（蘭
）／
サ
カ

（逆
）、
マ
ガ

（由

・
禍
）、

ム
カ

（向
）、
サ
サ

（狭
々
》、
カ
タ

（片
）、
カ
タ

（頑
）、　
ヒ‐
夕

（直

・

頓
）、　
マ
ナ

《真
名

・
愛
）、
ム
ナ

（空
）、　
ナ
マ

（生
》、　
コ‐
マ

（
肥
）、

ヒ‐
ラ

（
平

・
枚
）、
ム
ラ

（群
）、　
二
劉

（和

・
柔
）、　
ニ
ヒ‐

（新
）、
イ
ク

（生
）
、
イ
ク

《幾
》、　
ハ
ツ

（初
）
、
イ
ツ

（厳
）、
ミ‐
ゾ

（瑞
）、　
ウ
ツ

（空

・
虚
）、
ウ
ツ

（
全
）、
ム
ツ

（親

。
睦
）、
ナ
メ‐

（
滑
）、　
ス
川

（皇
）、

シ
‐コ

（醜
）、
卜
‐コ

（常
）、
‐ヨ
‐コ

（横
）、　
オ
ト

（弟
）、
卜
‐ヨ

（豊
）、

モ
‐口

（諸
）／
タ
フ
ヤ

《撓
》、
サ
サ
ラ

《細
小
》、
ア
タ
ラ

（
可
惜

・
伝
）、

ア
ラ
ラ

（
粗
）、　
マ
ス
ラ
（
益
荒
）、
ス
川
ラ
（
皇

・
天
皇
）、　
ハ
司
‐口

（葉

広
）／
ヒ
ハ
ボ
ソ

（繊
細
）

四
二
項

前
掲
③
に
当
た
る
「
出
産
に
関
す
る
意
の
語
構
成
要
素
」
と
あ
る
ウ
ブ

（産
）

も
、
同
様
の
用
法
を
持
つ
の
で
、
０
に
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
０
ア
カ
ラ

（赤
）

／
③

マ
ダ
ラ

（斑
）／
０
ハ
グ
ラ
や
、
②
と
同
様
の
イ
サ
サ
カ

（柳
）
の
イ
サ

サ
、
ヤ
ハ
ラ
カ
（柔
）
の
ヤ
ハ
ラ
や
、
０
に
加
え
ら
れ
た
コ
ト
（殊

。
異

・
別
）

も
同
様
の
用
法
を
持

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
辞
典
に

「名
詞
」
と
あ
る
も
の

に
、
ω
と
同
様
の
用
法
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

④
ツ
プ
ラ

（円
）、
マ
ホ
ラ

（真
秀
》、　
ハ
ダ
レ

《薄
垂
》、
フ
ソ
ロ

早^
》

ま
た
、
同
辞
典
に
項
と
し
て
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
＋
名
詞
の
構
成



と
見
ら
れ
る
タ
フ
ヤ
メ
（女
。
婦
女
）、
ウ
ス
ラ
ビ

（薄
氷
）、
ヒ
ヒ
ラ
げ

（紅

谷
菱
、
で
ルヽー
々
ル
ミ
サザ
レ
で
ヽ
Ｔ
浪
）、
カド
旱
勇
ド

ロ
ミ
、
ス
メ
ロ
キ

（
天
皇

・
皇
祖
）
、
マ
ホ
罠
ハ
、

ョ
ホ
ロ
ク
ボ

（
胴
）／
ツ
ラ

ツ
ラ
ツ
パ
劉

（列
列
椿
）
な
ど
の
前
項
も
、
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
④

も
０
に
加
え
ら
れ
る
。

０
の
う
ち
に
は
、
マ
ガ

（
曲

。
禍
）
な
ど
の
よ
う
に
動
詞
被
覆
形
に
当
た
っ

て
動
詞
化
接
尾
辞
を
伴

っ
て
動
詞
マ
ガ
ル

（曲

・
柾
）
な
ど
を
派
生
す
る
も
の

や
、
ム
ナ

（空
）
な
ど
の
よ
う
に
形
容
詞
化
接
尾
辞
シ
を
伴

っ
て
ツ
ク
活
用
形

容
詞
ム
ナ
ツ

（空
）
な
ど
を
派
生
す
る
も
の

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
六
節
に
見

る
）
も
見
え
る
が
、　
ハ
ツ

（初
）
な
ど
の
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
他
の
用
法
を
殆

『
ど
時
杜
対
静
田
陣
一
諄
”
岬
講
に
開
『
¨
議
れ
温
和
一
』
伸
討
」
』
騨
蒔
種
鴇

氏
は
専
ら
こ
の
用
法
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を

「連
体
詞
」
と
さ
れ
る
が
、
他
の

用
法
を
持
つ
も
の
も
同
様
の
性
質
を
持
つ
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
こ
れ
ら
を
、
仮
に
連
体
語
基
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
側
の
う
ち
い
く
ら
か
の
も
の
は
、
次
の
よ
う
に
連
体
の
格
助
詞

ツ
ｏ
ノ
・
ガ
を
伴

っ
て
下
の
名
詞
に
か
か
る
用
法
を
も
持

つ
も
の
で
あ
る
。

ユ
ツ
マ
ツ
バ
引

「葉
広
斎
つ
真
椿

〈
由
都
麻
都
婆
岐
と

（記
仁
徳

・
五
七
、

記
雄
略

。
一
〇
〇
）、
マ
ガ
ツ
司

「
天
乃
麻
我
都
比
■
ム
神
乃
言
武
悪
事
ホ
」

（祝
詞

・
御
門
祭
）、
ム
カ
ツ
フ

「向
つ
峰
に

〈
武
嗣
都
烏
が
〉

立
て
る

ガ
ら
が
」
（皇
極
紀

。
一
〇
八
）、
シ
‐コ
ッ
オ
劉
ナ

「盤
れ
た
る
醍
つ
鎌
ゲ

短
輔
降
蝙
殿
萄
輌
」訴
己
しか喜
晦
％
州

「皇
御
孫
之
命
乃
美
頭
乃
御
舎
仕
奉
ュ
」

（祝
詞

・
六
月
晦
大
祓
）、
シ
ヨ

ノ

マ
ス
ラ
フ

「醜
の
ま
す
ら
を

〈
鬼
乃
益
卜
雄
〉
な
ほ
恋
ひ
に
け
り
」

（
萬

一
一
七
）
、
ト
ヨ
レ
い
シ

「豊
Ю
稔
‐
〈
豊
セ
登
之
〉
十
一
らる
す
受
諏
ら

多

ヅ

醜

れ

鮮

髪

奪

葬

輝

零

朝
庭
乎
常
磐
ホ
堅
盤
ホ
斎
奉
」
（祝
詞

・
鎮
御
魂
斎
戸
祭
）

こ
れ
ら
、
連
体
の
格
助
詞
ツ
・
ノ
・
ガ
を
伴

っ
て
下
の
名
詞
に
か
か
る
全
体

を
、
複
合
名
詞
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
仮
に
準
複
合
名
詞
と
呼
ぼ
う
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
連
体
語
基
が
複
合
名
詞
の
み
な
ら
ず
準
複
合
名
詞
を
構
成
す

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

ω
ア
キ

（現

・
明
）
、
ウ
ゾ

（貴

・
珍
）

一
一項

は
、
複
合
名
詞
を
構
成
す
る
用
法
を
持
た
な
い
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

清
時
）
っ

「 ミ
天 「鋼
朕 っ
岬
の 〈
利
辞
呻
デ
隷
『
』
層
御
計
嘔
ど

¨
鼈
襦
一
″
つ

の
よ
う
に
連
体
の
格
助
詞
を
伴

っ
て
準
複
合
名
詞
を
構
成
す
る
用
法
を
持
つ
の

で
、
０
に
準
ず
る
と
と
ら
え
て
よ
い
。
ω
ア
サ
ラ

（浅
）／
②
ナ
ゴ
ヤ

（和
》、

ニ
コ
ヤ

《柔
》
も
同
様
の
用
法
を
持

っ
て
い
る
。
０
を
仮
に
連
体
語
基
と
呼
ん

だ
の
に
対
し
て
、
ｍ
を
仮
に
準
連
体
語
基
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、

０
フ
ハ
ヤ
／
タ
ナ
ガ

長^
》

も
、
同
辞
典
に
、
前
者
は

「名
詞
」
と
あ
り
、
後
者
は
品
詞
等
が
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
フ
ハ
ヤ
ガ
シ
タ

「
ふ
は
や
が
下
に

〈
布
波
夜
賀
斯
多
介
と

（記
神
代

・
五
）／
タ
ナ
ガ
ノ
ミ
ョ

「
田
長
能
御
世
止
奉
福
小
依
二
」
（祝
詞

・
大
殿
祭
）

の
よ
う
に
、
同
様
の
用
法
を
持
つ
の
で
、
０
に
加
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
他
に
、
０
下
に
動
詞

・
形
容
詞
を
伴

っ
て
複
合
動
詞

・
複
合

形
容
詞
を
構
成
す
る
用
法
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。

Ｍ
フ
サ

（総

・
球
）、
ウ
タ
、
タ
ナ
、
シ
バ

（数
）
、
イ
ヤ

（弥
）、
イ
チ

六
項



前
掲
③
に
当
た
る

「自
分
自
身

。
単
独
の
意
を
表
わ
す
語
構
成
要
素
」
と
あ

る
コ
ロ

（
自
）
も
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
用
法
を
持
つ
の
で
、
０
に
加
え
る
こ
と

に
す
る
。
ま
た
、
ω
ホ
ノ

（
髪
髪
）／
０
カ
タ

（
片
）
や
、
②
に
加
え
ら
れ
た

サ
ダ

《定
》
も
、
同
様
の
用
法
を
結
い
て
い
る
。
同
辞
典
に

「副
詞
」
と
あ
る

⑤
ヤ

（弥
）／
タ
ダ

（直

。
正

・
但
）

も
、
同
様
に
と
ら
え
ら
れ
、
ま
た
、
ト
ノ
グ
モ
ル
の
ト
ノ
も
と
も
に
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
⑤
は
ｍ
に
加
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
下
の
動
詞

・
形
容
詞
に
対
し
て
副
詞

（時
空
数
量
）
的
に
か
か

る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
サ

（総

。
抹
）
は
数
量
の
大
き
い
さ
ま
、

コ

ロ

（自
）
は
数
量
が

一
で
あ
る
さ
ま
、
ウ
タ
、
ヤ

（弥
）、
イ
ヤ

（弥
）、
イ
チ

は
程
度
の
大
き
い
さ
ま
、
ホ
ノ
（髪
髪
）
は
程
度
の
小
さ
い
さ
ま
、
シ
バ

（数
）

は
頻
度
の
大
き
い
さ
ま
、
タ
ナ
、
ト
ノ
は
空
間
が
全
体
的
で
あ
る
さ
ま
、
タ
ダ

（直

。
正

・
但
）、
カ
タ

（
片
）
は
時
間

・
空
間
等
が
限
定
的
で
あ
る
さ
ま
、
サ

ダ

（定
》
は
時
間

・
空
間
が
固
定
的
で
あ
る
さ
ま
を
表
す
か
と
見
ら
れ
る
。
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
を
副
詞
的
語
基
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

エハ

先
に
、
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
も
の
は
０
と
し
て
挙
げ
た
が
、
シ
ク
活
用
の

場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
は
、
語
幹
を
ど
の
部
分
と
す
る
か
に
よ

っ
て
事
情
が
変
わ
っ
て
く
る
が
、
形
容
詞
語
幹
の
用
法
に
つ
い
て
ク
活
用
の
場

合
と
ツ
ク
活
用
の
場
合
と
を
比
べ
て
見
る
と
、
例
え
ば
、
下
に
名
詞
を
伴
い
複

―
～
　
　
（
％
）

合
名
詞
を
構
成
す
る
際
に
は

ア
フ
ヤ
マ

（青
山
）
一
ク
ハ
シ
メ

（妙
女
》
の
よ

う
で
あ
り
、
接
尾
辞
サ
２
つ
。ミ
な
ど
を
伴
う
際
に
は
ウ
マ
ラ
〔美
〕
・サ
カ

シ
ラ

（賢
。
情
進

。
情
出
）
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
形
容
詞
語
幹
は
ク
活
用
で
は

ア
フ
・
ウ
マ
、
シ
ク
活
用
で
は
ク
ハ
シ
・
サ
カ
シ
と
し
て
、
ツ
ク
活
用
形
容
詞

語
幹
は
シ
を
含
む
部
分
と
考
え
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

ク
活
用
形
容
詞
に
お
い
て
、
語
幹
は
０
準
独
立
的
要
素
、
活
用
語
尾
を
伴
う

も
の
は
④
独
立
的
要
素
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
シ
を
含
む
と
こ
ろ
の
シ
タ
活
用

形
容
詞
語
幹
は
、
そ
の
点
に
お
い
て
シ
ク
活
用
形
容
詞
終
止
形
と
同

一
形
態
で

あ

っ
て
、
少
な
く
と
も
形
態
上
か
ら
は
④
独
立
的
要
素
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
に
お
け
る
シ
を
含
ま
な

い
部
分
は
、
そ
の
全
て
が
で
は
な
い
が
語
構
成
要
素
と
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
０
と
し
て
挙
げ
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
基
と
呼
ん
で
お
輸
ｏ

Ｏ
ウ
ツ

（
顕
）

一
項

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
も
の
で
、
ω
オ
ロ
カ

（愚
）／
０
ケ

（異
》
／
マ

サ
（
正
）
、
ヒ
サ
（
久
）／
ア
ラ
タ

（新
》、
オ
グ
ヒ

（穏
）
／
０
ム
ナ

（空
）、
ナ

マ

（生
》、

ニ
ヒ

（新
）／
ア
タ
ラ

（
可
惜

・
伝
）
や
、
②

ニ
ハ
カ

（急

。
俄
）

／
ム
ツ
マ
カ

（纏
綿
）、
メ
ゾ
ラ
カ

（珍

。
希
見
）
の
力
を
含
ま
な
い
部
分
や
、

②
に
加
え
ら
れ
た
サ
ダ

《定
》
も
、
同
様
に
と
ら
え
ら
れ
る
。

右
の
０
の
も
の
の
他
に
、
同
辞
典
に
シ
ク
活
用
形
容
詞
と
あ
る
も
の
に
シ
を

含
ま
な
い
部
分
が
語
構
成
要
素
と
な
る
も
の
が
あ
り
、

①
サ
カ

（
賢
）、
イ
カ

（厳
）、　
ホ
カ

（他
）
、　
タ
ダ

（
正
）、　
マ
ダ

未^
》、

タ
ハ
（靡
靡
）、
ア
ャ

（性

・
霊
異
）、
ナ
グ

（和
）
、　
ハ
ゲ

（烈
）、
ヒ
ト

（等
）／
イ
フ
カ

（
不
審
）、
‐コ
片
ダ
、

ィ
タ
ハ
（労
）／
ナ
ガ
ナ
ガ

（
長

永
）、
ス
ガ
ス
ガ

（清
清
）、
キ
ラ
キ
ラ

（端
正
）

な
ど
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
０
は
０
に
加
え
ら
れ
る
。

七

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
て
き
た
も
の
の
う
ち
、
重
複
語
の
構
成
要
素

（以

下
、
こ
れ
を
重
複
素
と
呼
ぶ
）
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、



０
サ

（狭
）／
ア
カ

（明

。
赤
）、
タ
カ

（高
）、
ナ
ガ

（長
）、　
フ
カ

（若
）、

チ
カ

（近
）、
カ
マ

（章
）、　
ハ
ヤ

（早

。
速
）、
ア
ラ

（荒
）、　
フ
ル

（古

・
故
）、　
ナ
ホ

（
直
）、
ト
ホ

（
遠
）、　
シ
ロ

（白
）、
ヒ
ロ

（広
）／
ω
セ

バ

（迫
）、　
コ
ハ
（強
）、　
ユ
ラ

（緩
）、　
シ
ブ

（渋
）、
カ
ル

（軽
）
、　
ユ

ル

（緩

。
弱
）
、
ウ
ト

（疎
）、
オ
モ

（
重
）、　
ツ
ヨ

（強

・
頸
）

０

＊
ウ
ツ

（
顕
）

ω
ホ
ノ

（髪
髯
）

②
／
ホ
ガ
ラ

《廓
》／

ハ
ロ

《逢
）

０

＊
ヒ
サ
（久
）、　
マ
メ
（忠
）、　
マ
レ
（希
）、
＊
オ
ホ
（
凡
）／
ア
ラ
タ

（新
）

／
③
サ
ラ

（更
）／

マ
コ
ト

（真
》

げ
タ
シ
（丁
寧
）、
＊
シ
ミ
《繁
》、
ク
レ
《暗
》、
ノ
ド
（和
）、
＊
シ
ノ
、
ソ

ヨ
、
ホ
ロ
／
ツ
バ
ラ

（委
曲
）／
ト
フ
ヲ
／
＊
〓
フ
、
ソ
ヨ
／
ト
ド
ロ

（
動

・
動
響
）／
ホ
ド
ロ

０

ユ
（斎
）
／

マ
ガ

（曲

・
禍
）、　
ナ
マ

（生
》、　
ヒ
ラ

（
平

・
枚
）、　
ム
ラ

（群
）、
＊
イ
ッ

（厳
）、　
そ
口

（諸
）

０
フ
サ

（総

・
抹
）、
＊
ウ
タ
、
シ
バ

（数
》
ム
ｕ
ヤ

（弥
）

な
ど
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
改
め
て
側
と
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
と
、
こ

れ
ま
で
に
は
挙
げ
て
い
な
い
ヤ
ハ
（柔
）
宝

項
〕
も

こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
で
、　
三
二
七
項
は
全
て
挙
げ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
同
辞
典
に

「名
詞
」
と
あ
る
も
の
に
、
ｍ
と
同
様
に
と
ら
え
ら
れ

る
も
の
が
あ
り
、
次
の
よ
う
で
あ

っ
て
、
こ
の
③
は
０
に
加
え
ら
れ
る
。

③
ツ
ラ

（列
）

ま
た
、
同
辞
典
に
項
と
し
て
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
カ
カ

《鳥
鳴
、
呑

土じ
、
ヒ‐
ヒ‐

鹿^
鳴
）、　
ツ
ツ

（喚
鶏
）、　
コ‐

コ‐

《猿
声
》、　
コ‐
到

《揉
音
》、

コ

ド
シ

（凝
》、

ト
ド

《叩
戸
、
馬
歩
》／
ス
ガ
ス
ガ
シ

（清
筋
）

刻
ガ
刻
ガ
シ

《清
々
》、
フ
サ
ヲ
サ
、
ク
ダ
ク
ダ
シ

（細
砕
）、
ツ
グ
ツ
ダ

ニ

（寸

。
条
然
）、

サ
ヤ
サ
ヤ
、　
キ
ラ
キ
ラ
シ

（端

正
）、　
ウ
ラ
ウ
ラ
ニ

遅^
々
》、　
ツ
ラ
ツ
ラ
ニ

（軌
Ｏ
、
一士
フ
エ
ラ
一一、
ホ
ラ
ホ
ラ
、
サ
ヮ
サ
ヮ
ニ

（騒
々
》、
タ
シ
ダ
シ
、
ビ

シ
ビ
シ
、
サ
ヰ
サ
ヰ

（騒
々
）、
カ
ク
ガ
ク

（鳥
鳴
》、
ス
ク
ス
ク
ト
、　
ユ
ク
ユ

ク
ト
、　
タ
ゾ
タ
ゾ
シ
、　
ハ
ツ
ハ
ツ

（
小
端

。
端
端
）
・
ハ
ツ
ハ
ツ
ニ
、　
ス
ブ
ス

ブ
、　
サ
ヱ
サ
ヱ

（騒
々
》、　
ホ
ト
ホ
ト

（殆
）
。
ホ
ト
ホ
ト
ツ
ク
ニ

（殆
）／

ユ

ク
ラ
ユ
ク
ラ
一一
、
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ

《現
々
》
、　
モ
レ
‐ロ
モ
レ
‐ロ
ニ
、　
オ
ド
‐ロ
オ

ド
ロ
シ

《驚
々
》、　
コ
フ
ロ
コ
フ
ロ
な
ど
の
重
複
素
も
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ネ
モ
コ
ロ
ゴ
ロ
ニ

（勤
懇
）
の
コ
ロ
や
、
ア
ラ
ラ

（粗
）
の
＊
ア
ラ
、

ハ
ラ
ラ
ニ
の
＊
ハ
ラ
、
ヤ
ラ
ラ
ニ

（膠
亮
）
の
＊
ヤ
ラ
、
ク
ル
ル
ニ

（輪
輯
然
）

の
明

、＊
】
詐

“

お
ロ
ピ

鵠

ぽ

諭

一
一
部
重
知

重
複
香

と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ツ
ラ

（列
）
は
一
部
重
複
の
重
複
素
で

も
あ
る
。
こ
の
他
に
も
縮
重
複

。
一
部
重
複
の
重
複
素
と
し
て
こ
こ
に
加
え
得

る
も
の
が
あ
る
が
、
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

重
複
語
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
ｍ
の
よ
う
な
も
の
を
重
複
素
と
す
る
も
の
の
み

で
は
な
く
、
名
詞
を
重
複
素
と
す
る
も
の
、
動
詞
連
用
形
を
重
複
素
と
す
る
も

の
な
ど
が
あ
厠
。）
名
詞
、
動
詞
連
用
形
は
の
独
立
的
要
素
と
見
ら
れ
る
の
に
対

し
て
０
は
０
準
独
立
的
要
素
と
見
ら
れ
る
の
で
、
結
局
、
ｍ
は
準
独
立
的
重
複

素
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
動
詞
終
止
形
を
重
複
素
と
す
る
も
の
の
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
動
詞
が
語
構
成
要
素
と
な
る
場
合
に
、
被
覆
形
を
別
に
す
れ
ば
、

基
本
的
に
は
連
用
形
と
終
止
形
と
が
あ
る
。
そ
の
連
用
形
は
露
出
形
で
あ

っ
て

④
独
立
的
要
素
と
見
ら
れ
る
が
、
終
止
形
を
④
独
立
的
要
素
と
見
る
か
０
準
独

立
的
要
素
と
見
る
か
、
す
な
わ
ち
露
出
形
的
に
見
る
か
被
覆
形
的
に
見
る
か
は



意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
、
文
を
終
止
す
る
と
い
う
機
能
か
ら
見
れ
ば
露
出

形
的
に
、
ラ
変
を
除
い
て
末
音
節
が
ウ
列
で
あ
る
と
い
う
形
態
か
ら
見
れ
ば
被

覆
形
的
に
見
る
こ
と
に
な
る
。
動
詞
終
止
形
の
重
複
が
動
詞
と
し
て
の
機
能
を

持
ち
文
を
終
止
す
る
用
法
の
も
の
は
、
よ
り
露
出
形
的
で
あ
り
、
運
用
修
飾
的

位
置
に
立
つ
も
の
は
、
よ
り
被
覆
形
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
、
動
詞
終
止
形
の
重
複
が
動
詞
性
を
失
い
副
詞
化
し
て
行
Ｃ
ざ
と
は
、
そ

れ
が
動
詞
性
が
顕
在
的
な
動
詞
露
出
形
の
重
複
で
は
な
く
そ
れ
の
潜
在
的
な
同

被
覆
形
の
重
複
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

ヽ

以
上
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に

「
形
状
言
」
と
あ
る

一
三
七
項
、

お
よ
び
、
前
掲
④
に
当
た
る
と
見
ら
れ
る
五
項
の
う
ち
四
項
を
中
心
に
、
０
ク

活
用
形
容
詞
語
幹
、
ω

・
０
ナ
リ
活
用
形
容
動
詞
語
幹
の
他
に
、
０
シ
ク
活
用

形
容
詞
語
基
、
ω

（
力
）
型
語
基
、
０
情
態
副
詞
語
基
、
０
連
体
語
基
、
０
準

連
体
語
基
、
０
副
詞
的
語
基
、
ｍ
準
独
立
的
重
複
素
を
、
「
形
状
言
」
と

と
ら

え
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
ま
た
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
川

端
氏
は
名
詞

・
動
詞
の
被
覆
形
を

「形
状
言
」
と
呼
ば
れ
た

（
こ
れ
を
０
と
す

る
）
。
０
２
ｍ

（ｏ
２
ｍ
を
含
む

〔以
下
、
同
様
じ

と
ｍ
と
に
つ
い
て
と
も
に

と
ら
え
ら
れ
る
も
の
も
見
え
る
が
、　
一
々
述
べ
る
の
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ら
０
２
０

ｏ
ｍ
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
準
独
立
―
独
立
の
対
立
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
る
０
準
独
立
的
要
素
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
０
準
独
立
的
要
素
に
対
す
る
独
立
的
な
も
の
と
し
て
は
、
０

・
０
に
対
す

る
ク
活
用

・
シ
ク
活
用
形
容
詞
、
０

・
０
に
対
す
る
ナ
リ
活
用
形
容
動
詞
、
０

に
対
す
る
情
態
副
詞
、
０
に
対
す
る
複
合
名
詞
、
０
に
対
す
る
準
複
合
名
詞
、

０
に
対
す
る
複
合
動
詞

・
複
合
形
容
詞
、
ｍ
に
対
す
る
重
複
語
、
ｍ
に
対
す
る

名
詞

・
動
詞
の
露
出
形
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
０
に
つ
い
て
は
若
干
問
題
が
あ
る
。

若
千
の
問
題
と
は
、
０
に
対
す
る
力

・
ヤ
カ

・
ラ
カ
型
語
幹
が
、
０
準
独
立

的
要
素
で
あ

っ
て
独
立
的
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
力

・
ヤ
カ

応．”神
（型疇一理
ヒ末瑶な隣鵜
ヒ辞″かつ
一時わ″え。″型「れ， か鯵藁詢

に
お
い
て
そ
の
動
詞
は
ω
に
対
し
て
独
立
的
で
あ
る
の
で
、
側
は
ク
・
グ
型
動

詞
を
介
し
て
力

・
ヤ
カ
・
ラ
カ
型
語
幹
と
準
独
立
―
独
立
の
対
立
を
成
し
て
い

る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
従

っ
て
、
ω
も
こ
こ
に
加
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
、
こ
れ
ら
準
独
立
―
独
立
の
対
立
と
と
ら
え
ら
れ
る
０
準
独
立
的
要

素
を
、
改
め
て
形
状
言
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、
以
前
に
、

新『猪曖て「融「た。導翔尚わ赫精確」に崚〔減一】』科動綺獅赫詢鰊

し
て

「非
独
立
」
と
し
た
も
の
を
、
改
め
て

「準
独
立
」
と
し
て
と
ら
え
た
い

と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
改
め
て
形
状
言
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
０
準
独
立

的
要
素
の
主
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
や
、
む
し
ろ
、
恐
ら

く
は
０
準
独
立
的
要
素
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仮
に
、
０

２
０

・
側
の
他
に
０
準
独
立
的
要
素
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
や
は
り
、
何

ら
か
の
形
で
準
独
立
―
独
立
の
対
立
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

九
九
五

・
八

・
二
六
）

圧̈（１
）

雷
８
？
ｕ
角
川
書
店
〕

（
２
）

『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』
Ｔ
資
や
ヽ
明
世
堂
書
店
、
８
鶏
二
ｏ増
補
新
版

〓
一

省
堂
〕、
も
と

「音
声
の
研
究
」
４

〔８
”
・‘
〕

（
３
）

同
書
、
も
と

「音
声
学
協
会
会
報
」
３４

〔お
〓
お
〕

（
４
）

Ｉ

〔８
が
あ

大
修
館
書
店
〕
序
説
、
Ⅱ

〔８
８
“

同
〕
第
二
部
第

一
２
四
　
ｎ

〓早



（５
）

森
重
敏
氏

『
日
本
文
法
通
論
』
雷
８
９
ド
風
間
書
一房
〕
第
三
章
第
一
節

一
は
、

こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
名
詞
の
被
覆
形
―
露
出
形
の
対
立
を

「名
詞
の
活
用
」
と

と
ら
え
ら
れ
る
。

（
６
）
　
「形
状
言
か
」
と
あ
る
一
項
を
含
む

（以
下
、
同
様
）。
注
（
２‐
）参
照
。

（７
）

コ
コ
ロ
グ
シ
・
メ
グ
シ

（慇
）
の
ク
シ
の
語
幹
で
あ
る
。

（８
）

別
稿
０

「『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

（
一
ご

（「萬
葉
」

‐‐２

雷
０田
・じ
）
参
照

（以
下
、
同
様
）。

（９
）

別
稿
０

「
ヤ
カ
型
語
幹
の
構
成
」
∩
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
８
雷
８
∵
日じ
）

参
照
。

（１０
）

０

「形
容
詞
の
ウ
音
便
―
―
そ
の
分
布
か
ら
成
立
の
過
程
を
さ
ぐ
る
―
―
」

令
国
語
国
文
」
３６
１
８

〔８
ｔ
あ
）
・
０

「形
容
詞

『
ヒ
キ
シ
』
攻
―
―
形
容

動
詞

『
ヒ
キ
ナ
リ
』
の
確
認
―
―
」
∩
同
」
３７
‐
５

〔８
８
ふ
》

・
０

「形
容

詞
の
語
音
構
造
」
合
舛
細
譲
証
国
語
学
論
集
』
雷
Ｒ
９
Ｎ
勉
誠
社
じ

（Ｉ
）

口”
詞
お
よ
び

「文
法
的
職
能
」
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
品
詞
等
が
示

さ
れ
て
い
な
い
と
表
し
て
お
く

（以
下
、
同
様
）。

（‐２
）

別
稿
０

「『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

（
四
ビ

（「高
葉
」

Ｗ

〔お
賃
二
８
）
参
照

（以
下
、
同
様
）。

（‐３
）

同
辞
典
に
従
っ
た
が
、
ソ
ビ
カ
と
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
別
稿
ω

「
力
・
ク
・
グ
」
合
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
１４

〔８
Ｒ
あ
和
泉
書
院
》

参
照
。

（‐４
）

同
辞
典
は

「
い
つ
ま
で
も
長
く
」
と
し
て
い
て
、
モ
モ

〔百
〕
＋
ナ
ガ

〔長
〕

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
と
見
ら
れ
る
が
、
土
橋
寛
氏

『古
代
歌
謡
全
注
釈

古
事
記
編
』
雷
銘
ヽ
卜
角
川
書
店
〕
な
ど
に
従
い
、
モ
モ

〔股
〕
十
ナ
ガ

〔長
〕

と
と
ら
え
て
お
く
。

（‐５
）

同
じ
く

「擬
声
語
」
と
あ
る
釧
グ
引
ダ

（寸
）
は
、
名
詞
劃
ダ

（分

・
段
）

の
重
複
と
と
ら
え
る
方
が
よ
い
と
考
え
る
の
で
、
こ
こ
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
。

（
‐６
）

同
辞
典
に
は
、
「擬
声
語
」
レ
‐ヨ
と

「副
詞
」
レ
Ｆ
二
と
の
両
項
が
あ
る
。

（
‐７
）

同
辞
典
に
は
、
ク
活
用
形
容
詞
ト
ホ
ナ
ガ
シ

（遠
長
）
と

「副
詞
」
ト
ホ
ナ

ガ
ニ
（遠
長
）
と
の
両
項
が
あ
る
。

（・８
）

「古
代
日
本
語
に
お
け
る
畳
語
の
変
遷
―
―
イ
ト
ド
か
ら
イ
ト
イ
ト
ヘ
ー
ー
」

翁
萬
葉
」
Ⅲ

〔お
舘
あ
∪
。
な
お
、
工
藤
氏
の
論
に
つ
い
て
は
、
別
稿
ω

「縮

重
複

。
一
部
重
複
続
考
―
―
合
わ
せ
て
工
藤
氏
に
対
し
て
述
べ
る
―
―
」
∩
同
」

Ⅲ

雷
Φ８
・こ
）
参
照
。

（
・９
）

別
稿
い

「重
複
形
状
言
・
重
複
接
尾
形
状
言
」
令
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文

学
研
究
」
１５

〔８
鍵
烏
》

参
照
。

（
２０
）

①
ミ
ャ
ビ
カ

（温
雅
）
の
ヵ
を
含
ま
な
い
部
分
で
あ
る
「
ヤ
ビ

（風
雅

・
閑

雅
）
は
同
辞
典
に

「名
詞
」
と
あ
り
、
ま
た
、
別
稿
０

「―
＋
力
の

一
形
態

―
―
語
基
末
が
イ
列

・
工
列
の
場
合
―
―
」
∩
叙
説
」
１６

〔
８
８
・８
∪

に
見

た
よ
う
に
ミ
ヤ
ビ
カ
は
動
詞
連
用
形
十
力
の
構
成
と
と
ら
え
ら
れ
て
、
ミ
ヤ
ビ

は
０
独
立
的
要
素
と
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
。

（
２．
）

同
辞
典
に

「形
状
言
か
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

（２２
）

同
辞
典
に
従
っ
た
が
、
カ
ム
ロ‐
割

・
カ
ム
ロ‐
劇
と
す
る
の
が
よ
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

（
２３
）
　
雷
８
７
一
武
蔵
野
書
院
〕
「文
法
の
立
場
」
の
章
の

「形
態
論
の
体
系
と
し

て
の
文
法
」
の
節
の

「連
体
詞
」
の
項
。

（２４
）

同
辞
典
に
は
、
品
詞
等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
タ
ダ

（直
）
と

「副
詞
」
タ
ダ

（直

・
正

・
但
）
と
の
両
項
が
あ
る
。

（２５
）

別
稿
い

里
”
の
文
法
的
構
成
―
―
畳
語
に

つ
い
て
―
―
」
令
萬
葉
」
８６

〔８
Ｎ
二
じ
）
に

「時
間
・
空
間

・
数
量
を
表
わ
す
副
詞
」
と
し
た
も
の
、
別

覺

範

愧

螂

鐸

議

一 の除

シ
象

（
２７
）

ウ
マ
ラ

「甘
ら
に
〈宇
麻
良
介
と

（記
応
神

・
四
八
）
・
サ
カ
シ
ラ

「賢
し

（２８
）
ら
シ
村
麦
ゝ
猥
濠
肝
殊
鋤
請
に （臨
に
和
翔
″
含
ま
な
い
部
分
す
な
わ
ち
語
幹
も
、

ク
活
用
形
容
詞
語
基
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
２９
）

同
辞
典
は
ス
ガ
シ

《清
》
を
シ
ク
活
用
形
容
詞
と
す
る
が
、
用
例
は
語
幹
の

用
法
の
ス
ガ
シ
メ

〔清
女
〕
の
み
で
、
シ
ク
活
用
に
活
用
し
た
例
は
、
鈴
木
丹

計割当の「師献瀬潮狂
「ぉ請残枷婦い［雌肝崎卸嚇獅群汁詢期鰤に〔贅起

し
き
水
お
と
き
こ
ゆ
」
（中
村
憲
吉

『
し
が
ら
み
』
雷
８
や
ヽ
岩
波
書
店
〕、
大

正
七
〔８
あ
〕
年
作
）
ま
で
下
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
げ
に
は
ス
ガ
《清
）
を

挙
げ
な
か
っ
た
。

（３０
）

別
稿
ω

「
一
部
重
複
と
縮
重
複
」
今
論
集
日
本
文
学

。
日
本
語
』
１
上
代

Ｔ
Ｒ
”
∞
角
川
書
店
》
・
別
稿
０
な
ど
参
照
。

（３‐
）

別
稿
い
な
ど
参
照
。

（
３２
）

橋
本
四
郎
氏

「動
詞
の
重
複
形
」
合
橋
本
四
郎
論
文
集
』
国
語
学
編

〔８
８



占
ド
角
川
書
店
〕、
も
と

「国
語
国
文
」
２８
‐
８

〔３
８
あ
∪

な
ど
、
別
稿
①

「動
詞
の
重
複
と
ツ
ツ
」
合
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
５

〔お
曽
占
和
泉
書
院
》

参
照
。

（
３３
）

別
稿
∞
参
照
。

（３４
）

阪
倉
氏
前
掲
書
第
二
篇
第
一二
早
第
一
節
、
別
稿
０

「
力
・
ク
・
ケ
シ
」
∩
叙

説
」
１４

〔お
蹂
占
８
）
。
別
稿
”
参
照
。

（
３５
）

別
稿
●

「形
状
言
の
重
複
の
一
形
態
」
∩
親
和
国
文
」
１０

〔８
ぶ
“
》
・
別

稿
⑮

キ
ー
ワ
ー
ド

¨
準
独
立
的
要
素
　
形
状
言
　
形
容
詞

・
形
容
動
詞
の
語
幹

準
独
立
的
重
複
素
　
名
詞
・
動
詞
の
被
覆
形

―
―
本
学
助
教
授
―
―


